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１．はじめに
2015 年 9 月、持続可能な開発サミットで、「持
続可能な開発のための 2030 アジェンダ」が採
択され、「持続可能な開発目標（SDGs）」が世
界共通目標として掲げられた。「持続可能な開
発」を達成するために教育が重要であること
は、古くからうたわれている 1。北村・佐藤は、
SDGs を目指す現在、改めて「持続可能な開発
のための教育（ESD）」を検証する必要がある
と指摘する。北村・佐藤は ESD を通じて国際
課題を「自分事」として捉える態度を育むこと
が重要であり、これらの態度を身につける教育
を実践することにより、「社会がより持続可能
なものへと変容するように働きかける人間を育
てることがめざされている」と述べる 2。
このような態度を育む一つの教育のあり方と
して、2019 年に晃華学園中学校高等学校（以
下本校）とマタピラ小学校（マラウイ共和国、
以下マタピラ小）の間で実施した教育実践を紹
介する。2019 年の 4 月から 10 月にかけて、本
校の中学 3 年生とマタピラの小学 6 年生の間で
SDGs に関する共同宣言を作成する、「KOKA 
× Matapila SDGs 共同宣言プロジェクト」を
実施した。この過程での作業プリントや生徒の
話し合いの様子から、SDGs に関する共同宣言
を、子どもたちが主体的・民主的に作成してい
く教育経験が、上記の態度を涵養する可能性に
ついて論じたい。
２．実施環境―晃華学園中学校高等学校とマタ
ピラ小学校―
まず、本授業を実施した両校について説明す
る。筆者の勤務校である本校は、「他者のために」
というカトリックの精神が教育活動の根幹にあ
る女子校で、フィリピンの学費援助を目的とし
た献金運動や、難民支援のための古着回収活動
など、国際課題に関する活動が日常的に行われ
てきた。
以上のような本校の国際理解教育は、国際連
合で SDGs が掲げられるとさらに加速していっ
た。2017 年度より、中学 3 年生の社会科公民
的分野を中心に、SDGs をテーマとした授業を
積極的に展開するようになり、授業を通じ、「一
部の熱心な生徒」だけでなく、全生徒が SDGs
を知ることで、生徒たちの国際課題への関心は
さらに高まった。
続いて、本授業を共に進めたマタピラ小につ
いて説明する。マラウイ共和国は、一人当たり
の GNI が 320 ドル（2017 年）であるため、「世
界最貧国」とも評される。国民の多くが小規模
　1　北村友人、佐藤真久ら『SDGs 時代の教育―すべての人に質の高い学びの機会を―』「SDGs 時代における教育
のあり方」学文社2019 年,p7
　2　同前,p20
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農業を営んでいるため、周辺国と比べて飢餓率
は低いが、文化的な暮らしを営むための物資・
施設は不足しており、学校で必要な、机や文房
具など各種物資も不足している。
マラウイの首都はリロングウェであり、そこ
から南東に、車で二時間ほど進んだところにマ
タピラはあり、この村の中心にマタピラ小はあ
る。マタピラも物資・施設が不足しているが、
wifi 環境が整備されているため、データのやり
とりやテレビ電話を行うことが可能だ。ただし、
プリンターがないため、本校生徒が書いた手紙
をデータで送っても、マタピラ小で閲覧するこ
とは不可能であり、郵送する必要がある。
なお、筆者の友人が青年海外協力隊員（以下
協力隊員）としてマタピラ小の教員アドバイ
ザーをしていることが縁で、本授業を実施する
ことが可能となった。
３．授業の概要
本授業の概要を説明する。
授業時間
本校では、週 1 時間、80 分間のロングホー
ムルーム（LHR）が実施されている。本授業
は中学 3 年生の LHR4 回分を主な活動時間と
して進めた。マタピラ小では、今回の授業を行
う以前から、ジェンダー、貧困、子どもの権利
などをテーマに、教科を超えた横断的な問題に
ついて学習してきた。今回の授業はこの一環と
して行われた。
SDGs のうち 6つのゴール
共同宣言は SDGs に関するものであるが、17
のゴール全てを扱うことは、時間的・内容的に
困難であると判断し、「1　貧困をなくそう」、
「4　質の高い教育をみんなに」、「11　住み続け
られるまちづくりを」、「12　つくる責任つかう
責任」、「13　気候変動に具体的な対策を」、「15　
陸の豊かさも守ろう」、という 6 つのゴールに
関して共同宣言を作成することとした 3。
グループ設定とゴール
両校でグループを決め、ゴールを選んでもら
い、活動の基本単位とした。本校は 1 学年 4 ク
ラスで、1 クラス当たり約 40 名が在籍している。
1 クラスに 6、7 人のグループを 6 つ作り、各
グループは担当するゴールを、上記 6 つのゴー
ルのうちから 1 つ選ぶ。この時、クラス内で同
じゴールを選んだグループがないようになって
いる。
これに対して、マタピラ小の 6 年生は 1 学年
1 クラスで、約 80 名が在籍しており、これを
12 のグループに分けた。そして、晃華学園と
同様に、各グループが担当するゴールを上記 6
つのゴールのうちから 1 つ選び、各ゴールを学
年で 2 グループが担当するという形になった。
手紙のやりとりと共同宣言作成過程
社会状況が大きく異なる日本とマラウイに住
む子どもたちの間で、共同宣言を出すためには、
互いの SDGs に関する考え方や社会のあり方を
知らなくてはならない。
　3　本校では、2018 年度より中学3 年生がSDGs に関する動画を作成し、コンテストを行う授業を行っている。この
コンテストではSDGs のゴールのうち6 〜7 つのゴールを選び動画を作成するが、共同宣言プロジェクト実施
当時、2019 年度のコンテストのゴールが未定であった。共同宣言プロジェクトで選んだゴールが、コンテスト
のゴールと重なるチームがあると、公平性の観点から問題があると考えて、2018 年度のゴールを、共同宣言プ
ロジェクトのゴールとして選ぶこととした。
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そのために、本校とマタピラ小の子どもたち
の間で手紙のやりとりを行う。手紙の内容は、
自己紹介に加えて、自分たちのグループが選ん
だ SDGs のゴールが、達成されていないと考え
られる身の回りの状況と、その状況を変えるた
めにできることである。
この手紙の内容について、ジグソー法をイ
メージして共有し、それを元に共同宣言を作成
する。具体的には、同じゴールを選んだ両校の
グループ同士で、手紙を交換し、共通点や相違
点を分析。その内容をクラス内で報告し合い、
それらを元に、各クラスで共同宣言を作成。こ
うしてできた 4 つのクラス内共同宣言を学年共
同宣言としてまとめる。
一方、マタピラ小では、学年内で手紙の内容
を確認し合い、共同宣言を作成する。そして、
本校の学年共同宣言とマタピラ小の共同宣言
を、一つにまとめて共同宣言の文言が決まる。
最後に両校の代表者が署名を行い、共同宣言が
完成する。
マラウイ委員と民主的プロセス
本校では、本授業を中心的に進める有志の生
徒を募り「マラウイ委員（以下委員）」と称し
た。委員の果たした役割は非常に大きく、手紙
が届いてから共同宣言が完成するまでの進め方
や、共同宣言の内容は、ほぼ全て委員が決めた。
だが、SDGs 実現という視点に立ったとき、
最も重要なことは、積極的でない生徒も含めて、
一人でも多くの生徒が共同宣言を「私たちのも
の」と捉えることであり、そのことが、「はじ
めに」で記した態度を、多くの生徒が持つこと
につながると考える。だからこそ、生徒同士の
話し合いや、情報共有、進捗状況の報告といっ
た、民主的プロセスを重視していった。
以下で、時間軸に沿いながら詳細を論じてい
く。
展開①ガイダンスとゴールに関する調べ学習
4 月 27 日、本校で、今回の授業に関するガ
イダンスを行い、各グループの担当するゴール
を決め、マタピラの小学生に対して質問を募っ
た。質問は、「水道はあるか。水はきれいか」、「登
下校にかかる時間は」など SDGs に関するもの
はもちろん、「休日は何して遊びますか」のよ
うに、一見すると関係のないものも含めて 177
集まった。
質問が電子データでマタピラに送られ、それ
を協力隊員が書き写す。そしてマタピラの小学
生が、これらの質問に答えながら、自己紹介
やマラウイの SDGs に関して手紙を書く。この
手紙に対して本校生徒が、自己紹介と日本の
SDGs の状況を手紙にまとめ、マタピラに送る
という展開になる。
日本の SDGs の状況を手紙に書けるように、
本授業に関する内容を、公民の授業や宿題の一
環として、扱ってもらった。具体的には、自
身が所属しているグループが担当する SDGs の
ゴールについて調べ、それをグループごとで
プレゼンしてもらった。なお、公民の授業と
LHR でグループを共通させている。
展開②マタピラ小からの手紙と、生徒による分析
5 月 14 日、マタピラ小で本授業についての
ガイダンス、SDGs についての説明が行われ、
晃華学園に宛てた手紙が英語で書かれていっ
た。手紙には、自己紹介と本校生徒からの質問
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に対する答え、本校生徒に対する質問、担当す
る SDGs のゴールについて書かれていった。手
紙が完成すると、データ化されてすぐに本校に
到着した。
この手紙に対して、本校生徒が一人一枚の自
己紹介と質問に対する答えを書き、さらにグ
ループで一枚、担当する SDGs のゴールついて
まとめ、返信としていく。
本校生徒の通学についての質問に対する、「通
学距離は 10km」という答えに驚くなど、様々
な反応を見せながら、生徒は自己紹介を書き進
める。
なお、自分が好きなものとして、アイドルグ
ループ名など、マタピラの小学生たちが全く分
からないよう内容を書いた生徒もいたが、これ
が思いもよらぬ展開をもたらす。詳細は展開⑥
で示していく。
共通点と相違点の分析
生徒は返信を書く作業を進めつつ、担当する
SDGs のゴールについて、本校とマタピラ小で
の共通点と相違点を、グループごとに分析する。
この時、「クラスで共有するべきマラウイの
状況」という作業プリントを、教員が作成し各
グループに配布することで、生徒の分析を補助
した。このプリントは、スモールステップで共
通点と相違点に迫れるように設問を設定した。
具体的には、「設問①マタピラ小の生徒たちは、
あなたの班が担当する SDGs のゴールに関し
て、どのようなことを課題だと考えています
か。」「設問②、①の課題を解決するために、マ
タピラ小の生徒たちは、どのような行動をする
べきだと考えていますか。」「設問③あなたの班
が担当する SDGs のゴール以外で、マタピラ小
の生徒たちが困っていること、『大変そうだな』
と思うことはどのような点ですか。」と、まず、
マタピラ小の子どもたちの感じる SDGs の課題
や解決策を一つ一つ書き取らせる。その上で、
「設問⑥マタピラ小からの手紙、公民で調べた
内容を元に、SDGs のゴール実現に向けての、
共通の考え方・働きかけ・行動目標・課題など、
共通する部分を書き出しましょう。」と共通点
を探ってもらった。
なお、「設問④、①・③に対して、私たちに
はどのようなことができますか。」という形で
国際課題を「自分事」としてとらえ直す設問や、
「設問⑤マラウイの方が、日本よりも「豊か」
だと思う点は、どのような点ですか。」といった、
〈支援／被支援〉といった視点を相対化するた
めの設問も設定している。
この作業プリントに書かれた内容を見てい
く。本校生徒は、マタピラ小からの手紙を読む
ことで、SDGs のそれぞれのゴールが構造的に
結びついていることに気が付いたようだ。設問
①・③では「1　貧困をなくそう」「4　質の高
い教育をみんなに」を意識して、インフラ面・
文化面での貧困や教育環境に関する問題を書き
とめているグループが多かった。
インフラ面・文化面での貧困
・ 水道がなく、井戸から水を運んで家にため
ている
・ 電気がある家とない家がある
・ 道が舗装されていない
・ 汚い水がある川の近くで生活しており、そ
の水を飲む
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教育環境に関する問題
・ 机と椅子が無いため、床に直接座って授業
を受けている
・ 生徒が大勢いるのに対して、先生は一人で
ある
・ 落ち着いて授業をうけられない
同時に、貧困の問題が「4　質の高い教育を
みんなに」や「13　気候変動に具体的な対策を」、
「15　陸の豊かさも守ろう」と関連しているこ
とにも気がついた。
・ 畑仕事が忙しく学校に来られない人がいる
・ 森林伐採が深刻である。切られた木を木炭
として売り、生計を立てている人もいる
・ 女の子がお金を稼ぐために売春をしている
・ 産業廃棄物が川に捨てられたり、木を伐採
したり、山火事が起きたりすることで大気
汚染が進行している
逆に、貧困があるからこそ、自ずと「12 つ
くる責任つかう責任」に意識が向いている様子
も書き留めていく。 
・ マタピラの生徒たちは、使えなくなったも
のをリサイクルしたり、修理したりして、
別の使い道を考えている。モノを大切に
使っている
これらを踏まえて設問⑥で、共通点を探ろう
とした。「ものを大切に使ったり、リサイクル
したりすること」といった、漠然とした共通点
を発見することは出来たが、具体的な行動のレ
ベルでは、相違点ばかりが目立ってしまった。
・ 彼らは自身の物資が不足しているため、物
を買うための資金作りを問題としている
が、私たちは物が余ってしまうほど所持し
ているため、寄付やリサイクルすることが
ゴール実現への行動である。ゴール実現へ
の行動が、環境の違いにより異なってし
まったため、共通する行動を見つけること
は難しかった
展開③「対等」という感覚・テレビ電話の実施
手紙が読んだ後、委員を集めマラウイ委員会
（以下委員会）を複数回開いた。委員会は、共
同宣言の進め方について決めるための場とする
予定であった。
しかし、始まってみると、マタピラを支援す
るための企画が、生徒から次々と提案された。
例えば、文房具を回収してマタピラに送りたい
という意見、または、マタピラの小学生が、放
課後、遊びながら親の帰宅を待つため、その時
にできる遊びを教えたいという意見など。この
ような提案が出された背景には、生徒たちが手
紙を読み、実際につながっているという感覚を
持ったことや、「クラスで共有するべきマラウ
イの状況」の「設問④」で、本校生徒に出来る
ことを聞いていたことがあったのであろう。
このような支援を前提とした議論が盛り上が
る中、「共同宣言を出す以上、対等な立場であ
るべき。上から目線で支援をするという関係は
おかしい。支援をするのは、マラウイの問題を
理解し、共同宣言をしっかり出してからで良い
はずだ」という意見が、一部委員から出された。
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この意見に対して、その他の委員から異論はな
く、まずは対等に共同宣言を出し、互いに理解
を深めた上で、支援を行っていこうという形で
会議はまとまっていった。
対等という感覚が、各クラスに複数名いる委
員に共有されたことの意味は大きい。実際、こ
の後の共同宣言作成の過程でも、〈支援／被支
援〉という文脈を脇に置き、マラウイがどのよ
うな状況になっているのかを、理解しようと努
める場面が何度も見られた。
同時に、大きな問題も浮上した。マラウイの
状況を理解したくとも、手紙だけではその情報
が圧倒的に不足しており、このままでは共同宣
言を出せないという不安の声が上がった。そこ
で、委員たちの要望を受け、急遽、協力隊員と
本校の生徒の間でテレビ電話を行うこととなっ
た。
テレビ電話は 30 分程度であったため、事前
に協力隊員に質問事項を伝えることで、より多
くの情報を得ようということになった。委員は
クラスで質問を募り、それを教員がデータ化し、
協力隊員と共有。質問の内容は、手紙の内容の
補足を求めるものもあれば、「マラウイとの交
流で、マラウイの子たちはどのような気持ちか」
など、マラウイの人々を支援の対象とみなすの
ではなく、一人の人間として尊重するような質
問が集まった。
こうして、6 月 20 日に 7 時間の時差を越え、
協力隊員と、有志の生徒 20 名程度によるテレ
ビ電話が実施された。生徒は、教員が作成した
質問一覧を片手にメモを取りながら、電話に聞
き入っていた。終了後、委員たちは、次は子ど
もたちと電話したいと申し出てきた。
展開④共同宣言作成のための事前準備　生徒自
身による資料作成
以上のように、手紙やテレビ電話で得た情報
を元に、各クラスで共同宣言を作成する。クラ
ス内共同宣言を出す LHR（6 月 22 日）の進め方、
内容の決め方、内容そのもの、これら全てを委
員に任せ、当日、教員は一切関与しないことと
した。
当日、より良い共同宣言を作成するために、
委員はクラスを越えて協力し事前準備を進め、
教員はその補助を行った。ここではその内容や
様子を記していく。
委員は事前準備を進める中で、LHR 当日の
流れ、当日の作業プリント、共同宣言の骨格、
テレビ電話の内容の説明という 4 点に関して、
委員自身でプリントやスライドを作成し、クラ
スを越えて共有することを決定していった。委
員は、共有することで、各クラス内共同宣言を
学年共同宣言にする際に、よりまとめやすいと
考えたようだ。
LHR当日の流れ
当日の流れに関しては、まず教員の方で、「6
月 22 日の計画」というプリントを作成し、委
員に渡した【資料 1】。これは、LHR 当日の展
開や、事前に必要なものを計画するためのプリ
ントである。これを各クラスの委員に配布し、
80 分間の展開を考え提出してもらい、教員が
添削した。添削したもののコピーをその他の委
員にも配布することで、起こり得るトラブルや
注意するべき点を、4 つのクラスで共有しても
らった。
各クラスから出された「6 月 22 日の計画」
を踏まえて、委員が LHR 当日の流れを作成し
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た。展開⑤では、この流れに沿ってクラス内共
同宣言の作成過程を記していく。
共同宣言の形式、作業プリント、骨格
共同宣言の形式は、委員会により決まって
いった。手紙の内容を踏まえると、環境や経済
に関する違いが明らかなことから、全く同じ行
動目標を宣言することは困難であると、委員は
捉えた。そこで共通する「宣言」部分を作りつ
つ、「行動目標」は両校でそれぞれ違うものに
するということが決まった。
その後、この形式を前提にしつつ、委員が、
クラス内共同宣言作成当日の、グループワーク
で利用する作業プリントを作成【資料 2】。こ
のプリントには二つの工夫がある。ただ単に「行
動目標」を考えるだけでなく、その理由につい
ても記入を促すことで、クラス内共同宣言作成
当日の議論がかみ合うようになっている。また、
「行動目標」を「参考に、宣言を考えてください」
とあり、「行動目標」と「宣言」が関連するよ
うになっている。
このプリントに加えて、共同宣言の骨格も作
成【資料 3】。「私たち晃華学園中学校３年生・
マタピラ小学校６年生は、」「を、実現するため
に」などと、骨格となる文言が決まっている。
テレビ電話の内容の共有
中学 3 年生全体での、マラウイに関する情報
の差は、テレビ電話以前にはそれほど大きくは
なかった。しかし、テレビ電話を実施したこと
により、テレビ電話に立ち会った 20 名弱とそ
れ以外の生徒で、明らかな情報の差が生まれた。
そこで、委員がテレビ電話の内容を共有する
ためのスライドを作成。また、スライドの補助
のために穴埋めプリントも作成していった【資
料 4】。このプリントは、教員が作成したテレ
ビ電話での質問一覧のデータに、委員が協力隊
員の解答を打ち込み、そのうち要点を空欄にし
たものである。
以上のように、委員により事前準備が進み、
クラスを越えて共有され、クラス内共同宣言作
成当日を迎えた。
展開⑤晃華学園の共同宣言作成過程
ここでは、委員が作成した LHR 当日の流れ
に沿って、共同宣言作成過程を記していく。も
ちろん、実際の動きは、各クラスで異なる部分
がある。
冒頭、共同宣言作成の目的が、作成そのもの
にあるのではなく、共同宣言の内容を踏まえて
SDGs の課題解決に進んでいくことであるとい
うことが確認された。
その後、情報共有を行う。一つ目に、「クラ
スで共有するべきマラウイの状況」を活用しな
がら、マタピラ小学校からの手紙で知り得た事
実を共有する。既述の通り、各グループ、自分
の班が担当する SDGs のゴールと、同じゴール
のマタピラ小からの手紙しか読んでいないから
だ。なお、この時、マラウイについて自主的に
調べ、そこでの内容を共有したクラスもあった。
続いて、委員がテレビ電話の内容について、
スライドを用いながらプレゼン。テレビ電話に
立ち会えなかった生徒たちは、穴埋めプリント
を埋めながらプレゼンを聞いた。委員が「マラ
ウイは経済的には豊かでない部分もあるかもし
れないが、心の温かさなど、精神的な面では日
本より豊かかもしれない」と、テレビ電話の内
容を紹介すると、「確かに」という反応もあった。
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情報共有後はグループワークに移行した。委
員作成の作業プリントを用いながら、行動目標
を各グループで考える。その際、「発展途上国
と先進国の違い」「SDGs 達成のために必要な
こと」「私たちにできること」といった視点で
考えることが指示された。
共有した内容や、各自で調べたマラウイの情
報を参考にしながら話し合いが進む。その上で、
各班がそれぞれ意見を出し、委員がこれを黒板
にまとめ、文言を吟味しながら合意に向かい、
各クラスで共同宣言完成を目指した。
しかし、6 月 22 日の LHR ではクラス内共同
宣言は完成せず、翌週の LHR（6 月 29 日）の
冒頭 20 分間用いてクラス内共同宣言が完成し
た。流れや骨格をそろえたにも関わらず、当然
ながら各クラスの共同宣言は全く異なる。各ク
ラスの共同宣言は以下である。
Ａ組案
前文
このアジェンダは、持続可能な開発のため
の行動計画である。また、貧困により、夢を
諦めなければならない人が多く存在すること
が大きな課題であり、持続可能な行動のため
の必要条件であると認識する。
晃華学園中学校に在籍する中学三年生及
びマタピラ小学校に在籍する小学６年生は、
パートナーシップの下、この計画を実行する。
宣言
我々、晃華学園中学校３年生及びマタピラ
小学校６年生は、２０１９年 4 月 27 日から
6 月 29 日までそれぞれの学校で会合し、今日、
すべての人が平等な機会を持ち、平和で安定
した社会を実現させるため、新たに持続可能
な行動目標を決定した。
晃華学園の行動目標
１．先進国に生きる者としての使命
発展状況の違う国の集まりである世界にお
いて、他国の「仲間」の存在を忘れず、広い
視野を持ち、何人たりとも、一人で生きてい
くことはできないことを再認識し、特に先進
国に生き、食料、教育、衛生環境を十分に得
て生活している者として、募金活動や衣服、
文房具の寄付により、世界中の「仲間」が幸
せに生きるための援助に取り組む。
２．今回のプロジェクトの活用
今回のプロジェクトにより、得た知識、我々
自身のうちに築かれた信念を世界に向けて、
発信することを決定した。先進国と発展途上
国の両国を知る者として、ＭＤＧｓの反省を
踏まえ、ＳＤＧｓの活動は勿論、各国の状況
や、我々も持つ浄水や耕作の知識を活かし、
世界中の仲間と情報共有を目指す。
３．子供としての可能性
我々は 10 代であり、紛れもない「子供」
であるが、だからこそ、国境を越え、相手の
ことを思いやるストレートな関係を築くこと
ができると確信する。
あらゆる権力に頼らず、翻弄されず、この
地球で自分と世界中の仲間の誰一人をも見捨
てず、持続可能な世界を築くために、この共
同宣言を最大限に活かし、行動することを宣
言する。
− 147 −
子どもたちが作る、SDGs 共同宣言
４．マタピラ小学校との協同的なパートナー
シップ
晃華学園中学校３年生及びマタピラ小学校
６年生は、世界に視野を広げ、夢を持ち、地
球規模の持続可能な行動目標を達成できるの
は、我々、人間だということを再認識し、他
国の存在を知った上で、国際的な協力が出来
るということに留意する。
そして、森林の伐採など、それらの行動が
地球に及ぼす影響を知り、それらを防ぐため
に協同的なパートナーシップの下、持続可能
な行動目標に取り組むことを宣言する。
このクラスは、実際に国際機関で採択された
共同宣言を参考に、言葉遣いや文言に注意しな
がら、「前文」「宣言」「行動目標」という形式
をとった。行動目標に関しては、「先進国」の「子
供」だからこそできること、そして今回のよう
なプロジェクトを進めた立場だからこそできる
ことなど、自分たちにしかできないことを模索
している。
Ｂ組案
宣言
私達晃華学園中学校３年生、マタピラ小学
校６年生は、互いの自然的、社会的環境改善
を実現するため、問題の認識が不足してお
り、認識の向上が必要であるという考えに基
づき、大人への情報発信を実現していくこと
をここに宣言する。
行動目標
技術者や講師の拡充に対する再認識を二か
国間に要請し、互いの環境問題を深く学び、
周囲の人に伝える必要性を再認識し、生活的
環境的物質と自然との共存へ向けた知識を共
有し、保存性の高い種子を送り合う事を通し
植物の栽培を進め森林伐採の問題解決に向け
て努力し、先進国にエコへの取り組みを促進
することを要求して国連に貧困国への援助の
拡充を要求するために努力する。
このクラスは、宣言部分の「大人への情報発
信」という点が特徴的である。子どもは「これ
は実現できない」という限界を知らないからこ
そ、アイデアを生み出すことができる。逆に、
大人には子どもにはない「力」がある。だから
こそ、大人に対して SDGs について情報発信す
ることが、子どものできる効果的な方法だと考
えたようだ。行動目標の種類が多く、シンプル
に箇条書きでまとめている点も特徴だ。
Ｃ組案
宣言
互いの文化を知り、共有、尊重し合い、両
国の暮らしをより良いものにする
行動目標
・ 手紙を送り合う
・ 両国の遊びを送り合う
・ トウモロコシ粉を使った料理を教える
・ 文化をプレゼン
このクラスは、話し合いの中で、「文化交
流による相互理解が、SDGs 実現のための大
きな基盤となる」ということが全体の意見に
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なっていった。4 クラスの案の中で、一番シ
ンプルな案ではあるが、文化交流による相互
理解という点が際立って居る。
Ｄ組案
宣言
私達晃華学園中学校３年生、マタピラ小学
校６年生は、先進国と発展途上国の格差を是
正し、SDGs の目標のもと、世界の環境をよ
りよくすることを実現するために、各国の文
化や現状を把握し、国境を越えて一つになり、
目標に向けて取り組むという考えに基づき、
次の行動目標を実行していくことをここに宣
言する。
行動目標
・ 日本での移民、難民に対する偏見の撲滅を
目的に SDGs 新聞を発行する。またそれを
マタピラ小学校と交換し合い、相互理解を
深めることを提案する。
・ 先進国と発展途上国の枠を越え、環境保全
と情報共有を目的に本と種の交換を推奨す
る。
このクラスは、「格差を是正」「国境を越え」
という言葉に見られるように「対等」という視
点で共同宣言作成に取り組んでいる。
以上の 4 つの共同宣言を持ちより、委員全員
が一か所に集まり、学年共同宣言を作成してい
く。
最初は、共同宣言の形式に関して議論が進め
られた。A 組が、実際の共同宣言をベースに
しながら共同宣言を作成したことを根拠に、「前
文」「宣言」「行動目標」の形式で進めることを
提案。これに対して、B 組が「前文」「宣言」「行
動目標」の形式については同意しつつ、A 組
のような文章式の行動目標ではなく、B 組のよ
うに箇条書きの方が整えやすいのではと提案。
形式に関して、最終的には次のことが決定さ
れた。
・ 前文は A 組のクラス内共同宣言を基本と
する。
・ 宣言は B 組のクラス内共同宣言を参考に
しつつ、他クラスの意見を集約し修正を図
る。
・ 行動目標は箇条書きとする。
続いて、前文について話し合いが進んでいっ
た。C 組から、文化交流についての話し合いが
活発にあったため、この点を前文に組み込みた
いという意見が出された。D 組からは格差を無
くすということに明言したいという意見が提案
され、「平等」という言葉が盛り込まれた。
言葉を一つ一つ選ぶ中で、共同宣言によって
最終的に目指すべき到達点がどこなのかを、生
徒たちは自然と考えるようになった。到達点が
明確できていなければ、言葉を選ぶことができ
ないからだ。彼女たちの共同宣言での最終的な
到達点は、戦争も貧困もないという意味での「平
和」であり、この点についても前文に盛り込ま
れた。
続いて、宣言について話し合っていった。B
組の宣言にある「自然的、社会的環境改善を実
現する」ためには、途上国や先進国といったカ
テゴリーや、国家の枠にとらわれないことが重
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要であるという意見が出された。また、前文で
も強調された文化の交流について言及するべき
という意見が出され合意された。なお、B 組の
宣言にあった大人と子どもの関係については、
委員は納得した様子であった。
こうして、前文と宣言に関して概ね案が完成
し、各クラスで途中経過が報告された。この後、
行動目標についての話し合いが、委員会により
進められていった。
展開⑥ビデオとテレビ電話
同じ頃、20 日以上かけて、晃華学園の手紙
がマタピラ小に到着し、手紙を読む様子がビデ
オで送られてきた。ビデオには、一生懸命本校
生徒の名前を発音するマタピラの小学生の様
子、また、本校生徒が書いたアイドルグループ
の映像を、協力隊員がパソコンを使ってマタピ
ラの小学生に見せている様子が写されていた。
この映像が、学年集会で本校生徒の前に移し出
されると、驚きの声が上がった。この時、マタ
ピラとのつながりを強く感じた生徒も多かった
ようだ。
さらに、両校生徒の要望に答え、7 月 11 日、
子どもたちによるテレビ電話が実現した。約 2
時間のテレビ電話のうち、冒頭の 30 分間は名
前の呼び合いであった。本校生徒が自己紹介す
れば、マタピラの小学生が一斉にその名前を呼
び拍手。マタピラの小学生が自己紹介すれば、
本校生徒が一斉にその名前を呼び拍手。名前を
呼び合いだけであるため、共同宣言に関する情
報は全く得られないものの、お互いの存在を確
認し合うような時間であった。
その後、本校生徒の「休みの日は何をするの
か」という質問に対し、マタピラの小学生が「手
伝いをして一日が終わる」と言った返答がある
など、いくつか質問のやりとりが行われた。
展開⑦共同宣言の完成
テレビ電話の翌日、マタピラ小学校でも共同
宣言の行動目標部分の作成が始まり、7 月 16
日に完成したものが本校に到着。委員はマタピ
ラ小学校の行動目標を踏まえて、既に作成して
いた宣言部分を修正した。そして遂に、「Joint 
Declaration of the Junior high school of Koka 
Gakuen and Matapila primary school（晃華学
園中学校・マタピラ小学校共同宣言）」が完成
した。本文は英語であるが【資料 5】、次頁で
は日本語訳版を紹介する。
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晃華学園中学校・マタピラ小学校共同宣言
前文
このアジェンダは、持続可能な開発のための行動計画である。
貧困により、夢を諦めなければならない人が多く存在する世界を変えていけるよう、
すべての人が平等な機会を持ち、文化を互いに尊重しあい、平和で安定した社会を実現させること
が必要条件であると認識する。
宣言
私たち晃華学園中学校 3年生・マタピラ小学校 6年生は、
互いの自然的環境、及び格差是正などといった社会的環境の改善を実現するため、
国家の枠を超えて国際問題を捉えることが必要であるという考えに基づき、
それぞれが一市民としてコミュニティに属し学び続けるとともに、
大人への具体的な情報発信及び文化の共有、尊重を実行していくことを
ここに宣言する。
行動目標（マタピラ小学校）
私たちマタピラ小学校 6年生は、日本との交流を通じて、課題解決のためのアクションを考えました。
 
1. 私たちは、より多くの木を植えます。マタピラにおいても、日本においても、世界のどこにいても、
木は私たちにとって生活や健康に欠かせない大切なものだからです。 
2. 私たちは、責任ある市民であるために、学校で沢山勉強します。責任を持ってコミュニティに属し、
社会に関わり、より良い世界をつくる一人の市民として、勉強し続けることはとても大切なことだ
からです。 
3. 私たちは、壊れてしまったものを、リサイクルして何度も使います。私たちはこれまで、モノが
なければ手作りし、壊れれば直し、一つのモノを長い間使うということを続けてきました。
しかし、自分で直せないもの、古くなってもう使えないもの、例えば最近では、皆が履いている
プラスチックシューズなども、リサイクルしてまた新しい製品に生まれ変わることができるのです。
自分で直せないものは、リサイクル業者に責任を持って受け渡します。 
4. 私たちは、私たちの環境を清潔に、美しく保つ努力をします。私たちのコミュニティ、国、地球
がずっと、私たちにとって住みやすい場所であるために、私たちには環境を清潔に美しく保つ責任
があります。
行動目標（晃華学園中学校）
1. 国連に貧困への支援の拡充を要求するために努力し、
2. 募金活動やその他の寄付を通して、世界中の人々が幸せに生きるための援助に取り組み、
3. 技術者と講師の拡充のため、自らも学び続け教育の知識を増やし、
4. 各国政府にインフラ整備の重要性を強調し、
5. 生活的・環境的物質と自然との共存へ向けた知識を共有し、
6. 新エネルギー源の確保を二カ国に勧め、
7. 森林伐採の撲滅ならびに植樹の重要性を留意し、
8. 浄水、耕作を新たな知識として共有し、
本アジェンダにおいて、私たちが得た知識を伝える必要性を再確認し、
先進国と発展途上国の枠を超え、環境保全と情報共有を目的に行動する。
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内容について解説する。まず、マタピラ小の
行動目標に関しては、マタピラの小学生が作成
した英語の行動目標が、協力隊員の手で日本語
に直され、それがそのまま行動目標として組み
込まれている。
前文に関しては、委員が展開⑤で決めた内容
の文言を整えたものとなっている。宣言に関し
ては、委員が既に作成したものに、マタピラ小
の行動目標を踏まえて修正がなされた。具体的
には、「それぞれが一市民としてコミュニティ
に属し学び続けるとともに」という文言が加
わっている。委員が、マタピラ小の行動目標と、
本校のものとを比べた際、コミュニティとの関
係が強く打ち出されていることに気が付き、宣
言部分を修正することになったのであった。
こうして完成した共同宣言は 7 月 20 日、本
校中学 3 年生の前で、委員の代表者により読み
上げ及び解説が行われた。解説では共同宣言の
どこの部分に、どのクラスの想いが込められて
いるのかが確認されているとともに、「この共
同宣言はマラウイ委員が作ったのではなく、晃
華学園の中学 3 年生とマタピラの小学校 6 年生
全員によって作られた共同宣言。そして宣言を
作って終わりではなく、実現のために行動をし
て行くことが重要だ。」ということが確認され
た。
その後、クラスの代表者 2 名ずつ、合計 8 名
が英語で署名し、共同宣言がマタピラ小に送付
された。7 月 21 日には、マタピラ小で電子デー
タを用いて、英語版の共同宣言の読み上げ式が
実施され、最後に、”Clap your hands for ever
yone in classroom. Clap your hands for KOKA 
learners too.” と、協力隊員が言うと、教室は
大きな拍手に包まれた。
その後、夏休みの明けた 9 月、マタピラ小で
も共同宣言の署名が行われ、3 名の代表者が署
名。共同宣言のうち一つがマタピラ小に保管さ
れ、もう一つは本校に送付された。そして、10
月の半ばに共同宣言が晃華学園に到着し、本校
に保管されている。こうして、共同宣言を作成
するという意味では、この授業は終了した。
４．本実践の教育的意義
まとめとして、本実践が、「はじめに」で示
した態度をどの様に涵養し得るのかを論じてい
く。
まず指摘すべきは、国家の枠を越えて子ども
たちが共同宣言を結ぶという教育が、相手を理
解したいという意欲を喚起するという点であ
る。経済や環境に関する状況の異なる二国間の
子どもたちが、同じ言葉で書かれた文章を合意
するためには、互いの状況を知ることが絶対的
に必要であるからだ。これに加えて、共同宣言
に取り組むことによって、両国の子どもたちは
〈支援／被支援〉という関係から、共同宣言を
結ぶ「対等」なパートナーという関係になって
いった。このことは、マタピラの小学生を「支
援の対象」と見なす文脈を一旦脇に置き、どの
ような現実があるのかを理解しようという態度
を促した。
さらに、生徒の主体性を重視したことが、理
解したいという生徒たちの意欲をさらに強め
た。教員からの手助けはもちろんあったが、委
員が自ら考えて進める立場となったからこそ、
宣言作成当日を迎える前に、情報が不足してい
ることに委員自らが危機感を持った。そのこと
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が、テレビ電話を求める声につながった。なお、
委員の主体性は、他の生徒の主体性をも喚起し
た。本授業に消極的であったある生徒は、委員
の主体的な姿を見て、自身も主体的に関わろう
と考えたという。
そして、理解をするための方法が、子どもた
ち同士の手紙やテレビ電話であったことが、両
校の子どもたちを「友達」にした。手紙とテレ
ビ電話の本来的な目的は、SDGs に関する情報
の交換であったはずだ。だが、手紙で好きな食
べ物を書き合ったり、テレビ電話で相手の名前
を呼び合ったり、子どもたちは「脱線」を大い
に楽しんだ。大人たちが重視しないこれらのや
りとりが、両校の子どもたちの距離を縮め、名
前を知り、顔も分かる「友達」同士となり、よ
り一層「対等」な関係となった。
なお、この点はマタピラ小にも指摘出来る点
だ。本授業開始直後、マタピラの小学生は「日
本からどのような支援をしてもらえるのか」と
いうことを期待し、〈支援／被支援〉という
枠組みで今回の授業を捉えていた。しかし、手
紙やテレビ電話を通して、「日本にマラウイの
文化を知ってもらいたい」、「手作りに箒を送り
たい」など、上記の枠組みから脱し、「友達」
となるような雰囲気が醸成されていった。
その上で、この共同宣言のテーマが SDGs で
あるという点が重要だ。「友達」が、貧しさの
ために学校に通えない日があるということ、も
しくは机の無い環境で勉強していることを考え
た時、「1　貧困をなくそう」や「4　質の高い
教育をみんなに」は、もはや「他人事」ではな
いだろう。
しかし、SDGs に関する共通点を探ろうとし
ても、見えてくることは「私達には捨てるほど
物があるのに、マタピラには物がない」という
コントラストである。そしてこのことが、自身
の生活が国際課題の遠因になっている、あるい
は、自身の生活を変革することが、国際課題を
改善することにつながり得るということに気づ
かせた。委員ではないある生徒は、マタピラへ
「We give you pencils!! Please use them!!」と返
信し、自主的に学年に呼びかけ、鉛筆の回収を
行った。また、授業後のふりかえり用紙に、多
くの生徒が食物廃棄量の削減、温室効果ガス対
策としての移動手段の見直し等、さまざまな具
体的な行動を記した。それだけでなく、学校を
越えた文房具回収、ぬいぐるみ回収、教員への
フェアトレードコーヒー採用の要望など、多く
の企画が実行された。
自己の生活が、国際課題と結びついていると
いう感覚は、マタピラの小学生にも育まれて
いった。それはマタピラの行動目標からも読み
取れる。マタピラの子どもたちの中には、マタ
ピラから出ずに大人になり、一生を終える子も
多いそうだ。そのような子どもたちの行動目標
に、「地球」という文字が掲げられたことが、
その証左と言えよう。
「授業の概要」で述べたように、一人でも多
くの生徒が共同宣言を「私たちもの」と考えら
れるように、委員たちに助言をしたつもりであ
る。一方、上記のような態度を全ての生徒が身
につけたとは、もちろん言えない。だが、今そ
の態度が身につかなくとも、マタピラの子ども
たちとつながった経験、共に活動をしたという
経験が、将来そのような態度を引き出すことを
期待したい。
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子どもたちが作る、SDGs 共同宣言
５．終わりに
この授業を始めた際、これほどの宣言が出来
るとは思いもしなかった。教員が主導し進めて
いたら、これほどの宣言にはならなかったはず
だ。この意味で、展開⑤で記した「子どもたち
は限界を知らない」という生徒の意見は示唆的
だ。彼女たちの言う「大人」として、共同宣言
作成過程に立ち会った者として、この宣言を深
く心に刻み行動しなくてはならない。
最後に、この宣言に関わった両校の子どもた
ち、そして、共に教育活動に携わることが出来
た協力隊員であり親友である、長井優希乃に感
謝する。
※本論文は、本校公式ブログを大幅に加筆修正
したものである。また、朝日新聞朝刊東京面
（2019 年 10 月 3 日）でも取り上げられた。
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